
東温市事務事業評価シート　平成29年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

28 29 30

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 1 4

4 4 1 4

非該当

事業の目的 最終的
市有施設から排出されるごみを適切に処理することによ
り、環境衛生を保持し、施設管理に支障をきたさないよ
うにします。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 財政課 係　　名 管財係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

不燃物月例回収に関する事務 機密文書裁断処理に関する事務

粗大ごみ回収に関する事務

リサイクル紙類収集に関する事務

成果指標

公的関与

089-964-4401 メールアドレス zaisei@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）自主性・自立性の高い自治体運営の推進

事業区分

事業の対象 市庁舎及び市有施設の排出ごみ 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ５ 自立した自治体経営の推進

003 2001 事務事業名 市有施設排出ごみ処理に関する事務 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

不燃ごみ排出量 総排出量 kg
8,000 8,000 8,000 8,000

13,630 15,590

粗大ごみ排出量 総排出量 kg
4,000 4,000 4,000 4,000

9,230 6,780

リサイクル紙類排出量 総排出量 kg
45,000 45,000 45,000 45,000

52,720 57,920

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 4,728 5,266 4,998

計(Ａ) 4,728 5,266 4,998

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.087 519 0.087 523 0.087 533

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,247 5,789 5,531

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管財係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

ごみの分別、リサイクルへの職員の意識は十分ではありません。今後、環境配慮及びごみ処理にかかるコスト意識を徹底させていく必要がありま
す。

効率性 ごみの排出量を減らすことで、処理にかかる費用を抑えることができます。また、リサイクル紙類については売却収入が見込めます。

改　革
計　画

職員に文書等による通知により、ごみの分別、再利用などリサイクルへの意識を向上させることで、環境への配慮を行い、また、ごみの排出量自
体を減らすことにより処理にかかる費用を節約します。また、リサイクル紙類の売却により、収入を確保します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

循環型社会を目指すためにも、行政が率先してごみの減量化に取り組む必要があり、環境部門と連携のうえ、職員に対してごみの分
別・リサイクル意識の向上についての啓発を行う必要があります。

二次評価者 財政課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市有施設で排出されたごみを適切に処理することは、施設の環境衛生維持において必要不可欠なことであり、今後も継続していく必要がありま
す。

有効性 行う事業は例年変化ありませんが、施設環境衛生を保持するために継続的に行うべき事業です。

達成度 各施設の排出ごみは適切に処理されておりますが、ごみの排出自体を減らすことができていない状況です。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成29年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

28 29 30

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 3

4 4 4 3

該当

事業の目的 最終的
市庁舎を安全で快適な利用空間にし、執務執行を円滑
にするとともに、来庁者の利便性及び安全性を増進しま
す。

今年度
耐用年数の経過により修繕のタイミングを迎える建築設備の
修繕や計画的な更新などを行います。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 財政課 係　　名 管財係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

市庁舎の総合管理事務（建築設備保守点検、経常的経費な
ど）

市庁舎の適正な利用、使用許可など

市庁舎の環境衛生・美観保持 庁用器具の調達、運用改善

市庁舎、庁用備品及び建築設備の修繕、改修など

成果指標

公的関与

089-964-4401 メールアドレス zaisei@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（６）自主性・自立性の高い財政運営の推進

事業区分

事業の対象 市庁舎及び市庁舎利用者 根拠法令

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ５ 自立した自治体経営の推進

003 2020 事務事業名 庁舎等の管理に関する事務 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事故件数
庁舎施設など使用不能事故や人
身事故

件
0 0 0 0

0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 64,785 70,556 69,519

計(Ａ) 64,785 70,556 69,519

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.818 4,879 0.818 4,918 0.818 5,015

臨時職員工数・経費 0.100 193 0.100 197 0.100 199

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 69,856 75,671 74,733

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管財係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

庁舎竣工後１８年が経過しており、耐用年数を超過した建築設備の修繕、機械設備の計画的な更新を順次行う必要があります。また、ESCO事業
の実施により、省エネ対策に取り組みます。

効率性 契約の方法及び内容を見直し、改善が可能なものについては積極的に取り組む必要があります。

改　革
計　画

適正な保守を行うことで機械設備の延命化を図ると同時に、長期的で効果的な修繕、改善計画を立てて実施していきます。また、ESCO事業を基
に、エネルギーの運用改善を行い庁舎の省エネ化を進めていきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

建築後相当期間が経過し、全体的に老朽化が進んでいるが、機械設備等の計画的な更新ができています。今後は、引き続き維持管
理経費の縮減を図り、財政の健全化に努める必要があります。

二次評価者 財政課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市が自ら市役所として使用している公有財産のため、全部委託する事業ではありませんが、維持管理については他の大規模建築物と同様に建
築設備の保守点検など多くを委託する必要があります。

有効性 事業に新しい要素はありませんが、経年劣化に伴う設備改修工事等を始めとした庁舎維持管理は、継続的かつ計画的に行う必要があります。

達成度 庁舎の環境衛生及び美観保持は適切に図られており、事故発生件数は０です。

必要性


